
Ⅵ. 森 林 環 境 と ヒ トの 心 身 反 応 の 関 係

1. 方 法

森 林 (草 地 ) の 構 造､ 温 熱 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 相 互 関 係

に つ い て､ 下 記 の 方 法 に よ り 必 要 な 要 素 の 全 て が 得 ら れ た 生 理 実 験

時 の デ ー タ に つ い て､ 検 討 す る こ と と し た｡

各 個 別 要 素 の 分 析 を 行 っ た 上 で､ 試 験 区 及 び 草 地 の 構 造 と 生 理 実

験 時 の 温 熱 環 境 ･心 理 反 応 ･生 理 反 応 の そ れ ぞ れ の 代 表 的 要 素 を 組

み 合 わ せ た 評 価 を 行 っ た ｡ し た が っ て ､ 以 下 の 検 討 対 象 は 計 7回 の

生 理 実 験 時 の デ ー タ で あ る (以 下 各 回 の 生 理 実 験 を 第 1- 7回 実 験 と

呼 ぶ )0

生 理 実 験 を 行 っ た A 区､ D 区 の 森 林 構 造 及 び 草 地 の 設 定 は､ 前 記

(Ⅱ 章 ) の と お り､ 生 理 実 験 時 の 温 熱 環 境 は､ 前 記 (V 章 ) の と お

り で あ る｡

生 理 実 験 時 の 生 理 実 験 被 験 者 の 心 理 反 応 に つ い て は､ 心 理 構 造 を

検 討 す る た め､ 生 理 実 験 と あ わ せ て 前 記 (Ⅳ 章 ) と 同 じSD法 評 定 尺

皮 (前 掲 図 - 12) を 用 い た 心 理 実 験 を 行 い 検 討 し た｡

評 定 用 紙 - の 記 入 は､ A 区､ D 区､ 草 地 の 各 実 験 地 に お け る 生 理

実 験 を 終 了 し た 時 点 で 行 わ せ た｡

後 に､ 得 ら れ た 評 定 結 果 か ら 前 記 (Ⅳ章 ) と 同 様 に､ 評 定 尺 度 ご

と の 平 均 値 プ ロ フ ィ ー ル を 描 き､ 次 に 因 子 分 析 に よ り 因 子 負 荷 量､
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因 子 軸 を 求 め､ 主 要 因 子 軸 の 意 味 を 考 察 し た｡

生 理 反 応 は ､ 前 記 (Ⅴ 章 ) に お い て 計 7回 の 生 理 実 験 か ら 得 た α

波 出 現 時 間 平 均 値 に つ い て 検 討 し た｡

2. 結 果

2. 1. 個 別 要 素

試 験 区 の 森 林 構 造 は､ 前 記 (Ⅱ 章 ) の と お り､ 生 理 実 験 時 の 温 熱

環 境 は､ 前 記 (V 章 ) の と お り で あ る｡

ま た､ 生 理 実 験 被 験 者 の 生 理 実 験 時 の 心 理 反 応 は､ 以 下 の と お り

で あ る｡

被 験 者 A､ Bの 評 定 尺 度 の 平 均 値 プ ロ フ ィ ー ル (図 - 22) は 一 部

の 評 定 尺 度 に お い て は 被 験 者 間 で 多 少 の ず れ が み ら れ る〇

両 被 験 者 の 評 定 結 果 に つ い て 因 子 分 析 を 行 っ た 結 果 (表 - 29)､

因 子 軸 は 第 8因 子 軸 ま で 抽 出 さ れ､ 因 子 負 荷 量 の 累 積 寄 与 率 は 第 2因

子 軸 ま で で 59.7% に 逢 し た｡

因 子 軸 を 構 成 す る 主 な 評 定 尺 度 は ､ 第 1因 子 軸 が ｢開 放 的 な - 閉 鎖

的 な ｣ ､ ｢あ か る い - く ら い ｣ ､ 第 2因 子 軸 が ､ ｢す ず し い - あ た

た か な ｣､ ｢つ め た い - あ つ い ｣ で あ る｡

次 に､ 第 1因 子 軸 及 び 第 2因 子 軸 で 構 成 さ れ る 心 理 空 間 上 に 各 被 験

者 の 各 実 験 回 ･各 実 験 地 の 因 子 得 点 平 均 値 を 布 置 し た｡
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図-22 生理実験被験者のSD法評定プロフィール
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評 定 尺 度 因子一 区)子2 医仔3 因子4 匡仔5 匡】子6 因子7 医仔8 共通性

開 放 的 な -閉 鎖 的 な ':;0.'953 -0.025 -0.129 -0.210 0.017 0.033 -0.032 0.007 0.973

あ か る い - く ら い .;:9.910 -0.089 -0.131 -0.113 -0.035 0.088 -0.099 -0.027 0.886

さわやかな -うっとうしい 賞 191_9.9.!=.-0.100 0.124 0.032 0.131 0.121 0.076 -0.041 0.885

すっきりした-ごみごみした 明恒 叶 0.038 -0.091 -0.321 -0.083 -0.022 -0.077 -0.055 0.946

あたらしい - ふ る い 聖8.88年 0.079 -0.093 -0.231 0.024 -0.103 -0.159 0.061 0.898

さらっとした- ねぱついた 潮 描 6.3.iii-0,102 0.144 -0.023 0-165 0.205 -0.134 0.006 0.863
清 潔 な - 不 潔 fJ'㌍¢執 仁一0.218 0.204 -0.123 0.087 0.082 0.042 0.195 0.866
安 全 な - 危 険 な 0.833 -0.279 0.177 -0.04一 一0.000 0.199 0.127 0.084 0.868

おだやかな - は げ し い .,=.=.9.;_.早.0号: -0.177 0.223 -0.014 0.032 0.144 0.136 0.109 0.783

はなやかな - じ み な 照輝 774 -0.237 -0.008 0.013 0.231 -0.165 0.174 0.127 0.782

ふ か い - あ さ い -0.69■ラ ー0.064 0.243 0.304 0.032 0.025 0.387 -0.023 0.793

うつくしい - み に く い .._0.683'.-0.177 0.344 -0.006 0.148 0.163 0.500 0.086 0.923
親しみのある-よそよそしい 亘0..64_3∴'-0.311 0.210 0.065 0.272 0.ー89 -0.034 0.507 0.927
す ず し い - あたたかな -0.093幣恒 2岳 -0.021 0.064 -0.094 0.098 -0,199 -0.121 0.771

つ め た い - あ つ い 0.157品 損 ?ー 0.082 0.102 0.007 0.175 0.291 -0.211 0.875

快 適 な - 不 快 な 0.520鮎 !粕 ヨ:9:皇…三 0.060 0.182 0.227 0.109 0.091 -0.155 0.937

ら く な 一 つ ら い 0.535準 Ol:711L' 0.010 0.238 0.098 0.101 0.012 0.014 0.876

た の し い - つまらない 0.395.二:旬 ∴670 0.214 0.269 0.386 0.173 0.119 -0.095 0.926

にぎやかな - さ び し い 0.068巌 o'i:422,: 0.364 0.360 0.146 0.062 -0.218 0.379 0.660

やわらかい - か た い 0.111 -0.191 ㌢o:898 -0.084 -0.041 0.085 -0.072 0.ー09 0,888

自 然 な - 不 自 然 な -0.307 -0.018 _:〒三≡0.卵 4__ 0.056 0.245 0.145 0.425 0.067 0.846

よいかおり -わるいにおい 0.141 0.289碑0.648 0,178 0.139 -0.177 0.045 0.007 0.608

立 体 的 な - 平 面 的 な -0.188 -0.067 0.115槻再 重き三 0.064 -0.115 -0.091 0.013 0.856

つるっとした-ざらつとした 0.393 0.038 0.069笹bl類 9 -0.052 -0.072 -0.199 -0.082 0.936

お い し い - ま ず い -0.038 -0.169 0.055 0.246.鉦9..,.749 0.099 -0.045 0.177 0.698

ゆ た か な - ま ず し い 0.077 -0.396 0.489 0.028鮎 ¢燕 ? 0.153 0.08一 一0.009 0.80ー

連 続 的 な - 不 連 続 な 0.437 -0.028 0.064 -0.300:"∵0;585 0.038 0.144 -0.035 0.652

し ず か な - う る さ い 0.299 0.080 0.030 -0.052 0.171 0.829 0.048 0.028 0.819

活気のある _ 沈 滞 し た 0.495 -0.262 0.361 0.196 0.281 -0.044 0.206｢ 盲言訂 0,942



被 験 者 A で は､ 第 1因 子 軸 に お い て A 区 及 び 草 地 が 開 放 的 な 方 -､

D 区 が 閉 鎖 的 な 方 へ 二 分 さ れ ､ A 区 及 び 草 地 は 第 2因 子 軸 の あ た た

か な 方 と､ す ず し い 方 に 二 分 さ れ る 傾 向 が み ら れ る (図 - 23)｡

ま た､ 被 験 者 B で は､ 被 験 者 A に み ら れ た 傾 向 が よ り 顕 著 で､ 第

1因 子 軸 に お い て A 区 及 び 草 地 が 開 放 的 な 方 へ ､ D 区 が 閉 鎖 的 な 方

へ 二 分 さ れ ､ A 区 及 び 草 地 は 第 2因 子 軸 の あ た た か な 方 と ､ す ず し

い 方 に 二 分 さ れ る 傾 向 が み ら れ る (図 - 24)o

生 理 反 応 に つ い て は､ 前 記 (V章 ) の と お り で あ る｡

2. 2. 各 要 素 相 互 の 関 係

以 上 得 ら れ た 各 要 素 の 結 果 か ら､ 生 理 実 験 時 の デ ー タ に つ い て 森

林 構 造､ 温 熱 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 各 要 素 相 互 の 関 係 を 検 討

し､ 森 林 構 造 と ヒ トの 心 身 反 応 の 関 係 を 検 討 し た (図 - 25)○

検 討 は 生 理 実 験 の 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お い て α 波 出 現 時 間 平 均 値 に

実 験 地 相 互 の 有 意 差 が 認 め ら れ た 実 験 に つ い て 行 っ た が､ 被 験 者 B

に つ い て は 検 討 し た 要 素 間 に 傾 向 の み ら れ な い 関 係 も あ る た め､ こ

こ で は､ 被 験 者 A の 4実 験 時 (1993年 5月 15日､ 同 6月 10日､ 同 7月 23

日､ 1994年 6月 8日 ) に つ い て の み 検 討 を 加 え るo

検 討 対 象 と し た の は､ 以 下 の 各 要 素 で あ るo

森 林 構 造 に つ い て は､ 試 験 区 相 互 及 び 草 地 の 間 に 明 確 な 較 差 が 設

定 さ れ て い る 立 木 密 度 を と り あ げ た｡
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で構成される心理空間への因子得点の布置
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温 熱 環 境 に つ い て は､ 前 記 (Ⅲ 章 ) の 結 果 か ら､ 冬 季 を 除 い て 試

験 区 と 草 地､ 試 験 区 相 互 の 差 が 明 ら か で あ り､ 生 理 実 験 時 に も 実 験

地 間 の 差 が 明 確 に み い だ さ れ た SoL AIR TE抑ERATURE を と り あ げ たo

心 理 反 応 に つ い て は､ 生 理 実 験 被 験 者 の 心 理 構 造 を 構 成 す る 主 要

因 子 軸 で あ る 第 1因 子 軸 と､ 第 2因 子 軸 に お け る 因 子 得 点 を 代 表 す る

要 素 と し て と り あ げ た｡

生 理 反 応 に つ い て は､ 前 記 (Ⅴ章 ) の 結 果 か ら､ 実 験 地 相 互 の 有

意 差 が 最 も 多 く認 め ら れ た 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お け る α 波 出 現 時 間 平

均 値 を と り あ げ た｡

ま た､ 結 果 の 解 釈 を 容 易 に す る た め､ 検 討 対 象 と し た 実 験 日 の う

ち､ 比 較 的 気 温 が 高 く あ た た か か っ た 第 4回 及 び 第 7回 実 験 と､ 比 較

的 気 温 が 低 くす ず しか っ た 第 1回 及 び 第 2回 実 験 に 区 分 し て 検 討 し た｡

温 熱 環 境
(Solairtemperature)

森 林 構 造
(立 木 密 度)

/ ＼

生 理 反 応 一 ･･･ 一一十 心 理 反 中
(空 間 因 子 軸)

(温熱 ･快適性因子軸)

図-25 各要素相互関係の概念
():Ⅵ辛で検討 した要素
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2. 2. 1. 森 林 構 造 と 温 熱 環 境

立 木 密 度 と SoL AIR TEVPERITURE の 関 係 (図 一 26) で は､ 立 木 密 度

が ゼ ロ で あ る 草 地 で は SoL AIR TE抑 ERATURE の 値 の 幅 が 大 き く､ 試 験

区 で は 立 木 密 度 の 違 い に 関 わ ら ず SoL AIR TEIPER̂ TURE の 値 の 幅 は 狭

い 範 囲 に あ る｡

40

30

(
3
.
)

a
Jnt
e

J
a
d
uJa

l
L!
e

1
0
S

0 1 2 3 4 5
単位 千

立木密度 (本/ha)

1 第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993.6.10)

●第4回実験(1993.7.23),第7回実験(1994.6.8)

図-26 立木密度と SoLAIRTENPERITUREの関係
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2. 2. 2. 森 林 構 造 と 心 理 反 応

立 木 密 度 と 第 1因 子 軸 因 子 得 点 の 関 係 (図 - 27) で は ､ 立 木 密 度

が ゼ ロ で あ る 草 地 と 立 木 密 度 の 低 い A 区 に お け る 因 子 得 点 が 高 く､

第 1因 子 軸 に お け る 開 放 的 な 側 に 位 置 し ､ 一 方 ､ 立 木 密 度 の 高 い D

区 に お い て は､ 因 子 得 点 が 低 く､ 閉 鎖 的 な 側 に 位 置 し て い る｡

噸
虻
小
間
)雪
駄
苫

(叶
図

匹
別
)
叶
Ea
L

抹

0 1 2 3 4 5
単位 千

立木密度 (本/ha)

■ 第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993･6･10)

●第4回実験(1993.7.23),第7回実験(1994･6･8)

図-27 立木密度と被験者Aの第 1因子軸因子得点の関係
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ま た ､ 立 木 密 度 と 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の 関 係 (図 - 28) で は ､ 気

温 の 低 い 実 験 時 (第 1､ 2回 実 験 ) に は 草 地 と 立 木 密 度 が 低 い A 区 に

お け る 因 子 得 点 が 高 く､ す ず し い ･不 快 な 側 に 位 置 し､ 比 較 的 気 温

の 高 い 実 験 時 (第 4､ 7回 実 験 ) に は 因 子 得 点 が 低 く､ あ た た か い ･

快 適 な 側 に 位 置 し て い る｡ 一 方､ D 区 に お け る 因 子 得 点 に は､ 気 温

の 高 低 に と も な う 傾 向 は み ら れ な い｡
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■第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993･6･10)

●第4回実験(1993.7･23),第7回実験(1994･6･8)

図-28 立木密度と被験者Aの第2因子軸因子得点の関係
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2. 2. 3. 森 林 構 造 と 生 理 反 応

立 木 密 度 と 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均 値 の 関 係

(図 - 29) で は､ 立 木 密 度 が ゼ ロ で あ る 草 地 に お い て は α 波 出 現 時

間 が 少 な く､ 立 木 密 度 の 低 い 森 林 よ り 立 木 密 度 の 高 い 森 林 に お い て

α波 出 現 時 間 が 多 く な る 比 例 関 係 が 4例 中 3例 (第 1､ 4､ 7匝】実 験 ) で

み ら れ る｡ 異 な る 傾 向 の み ら れ る 1例 は 第 2回 実 験 で あ る｡
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召
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■第1回実験(1993.5.15).第2回実験(1993.6.10)

●第4回実験(1993.7.23),第7回実験(1994.6.8)

図-29 立木密度と被験者Aの椅座位開眼における

α波出現時間平均値の関係
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2. 2. 4. 温 熱 環 境 と 心 理 反 応

SOL AIR TEXPERATURE と 第 1因 子 軸 因 子 得 点 の 関 係 (図 - 30)で は､

因 子 得 点 が 高 く 開 放 的 な 側 で は SoL A川 TEIPERATURE に 幅 が あ り､ 因

子 得 点 が 低 く 閉 鎖 的 な 側 で は SoL AIR TE- RATURE が 狭 い 範 囲 に 集 中

して い る｡
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■第1回実験(1993.5.15).第2回実験(1993.6.10)

●第4回実験(1993.7.23).第7回実験(1994.6.8)

図-30 SoLAlRTENPERATURE と被験者Aの

第 1因子軸因子得点の関係
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ま た､ SoL AIR TEHPER人TURE と 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の 関 係 (図 - 31) で

は､ 比 較 的 気 温 の 低 い 実 験 時 (第 1､ 2回 実 験 ) に お い て は､ SoL AIR

TEXPEM TURE が 低 く､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の 0付 近 に 比 較 ･的･ま と ま っ て

位 置 す る が､ 比 較 的 気 温 の 高 い 実 験 時 (第 4､ 7回 実 験 ) に お い て は､

SoL AIR TEXPERITURE の 値 が 高 い と ､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の 値 が 低 く な

り 反 比 例 の 傾 向 が 強 い｡

全 体 的 に は SoL A川 TEXPERITURE と 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の 間 に 反 比 例

の 傾 向 が み ら れ る｡
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雷 第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993.6.10)

● 第4回実験(1993.7.23),第7回実験(1994.6.8)

図-31 SoLAIRTENPERITURE と被験者Aの

第2因子軸因子得点の関係
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2. 2. 5. 温 熱 環 境 と 生 理 反 応

SOL AIR TEXPERITURE と 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お け る a 波 出 現 時 間 平 均 値

の 関 係 (図 - 32) で は､ SoL AIR TE抑 ER人TURE の 値 が 低 い 範 囲 で は α 波

出 現 時 間 の 幅 が 広 い が､ SoL AIR TEm ERITURE の 値 が 高 い 2例 で は､ い

ず れ も α 波 出 現 時 間 が 極 端 に 低 い｡
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■第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993.6.10)

●第4回実験(1993.7.23).第7回実験(1994.6.8)

図-32 SoLAIRTEMPER人TUREと被験者Aの椅座位開眼における

α波出現時間平均値の関係
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2. 2. 6. 心 理 反 応 と 生 理 反 応

第 1因 子 軸 因 子 得 点 と 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均

値 の 関 係 (図 - 33) は ､ 第 1因 子 軸 因 子 得 点 が 高 い ほ ど α 波 出 現 時

間 平 均 値 が 少 な い 傾 向 が 4例 中 3例 (第 1､ 4､ 7回 実 験 ) に お い て み

ら れ る｡

異 な る 傾 向 の み ら れ る 1例 は 前 記 の 森 林 構 造 と 生 理 反 応 の 関 係 に

お い て も 特 異 な 傾 向 が み ら れ た 第 2回 実 験 で あ る｡
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雷第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993.6.10)

●第4回実験(1993.7.23),第7回実験(1994･6･8)

図-33 被験者Aの第1因子軸因子得点と椅座位開眼における

α波出現時間平均値の関係
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ま た ､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 と 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お け る α波 出 現 時

間 平 均 値 の 関 係 (図 - 34) で は ､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 が -0･5- -1･0

の 範 囲 に お い て α 波 出 現 時 間 平 均 値 が 最 も 多 い 傾 向 が み ら れ る｡

個 別 の 実 験 毎 に み る と､ 比 較 的 気 温 の 低 い 第 1､ 2回 実 験 に お い て

は ､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 が 高 い ほ ど α波 出 現 時 間 平 均 値 が 少 な く ､

比 較 的 気 温 の 高 い 第 4､ 7回 実 験 に お い て は ､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の

値 が 高 い ほ ど α 波 出 現 時 間 平 均 値 が 多 い 傾 向 が み ら れ るo

(T
T5
^
TJ
S
J
L

:金
額
雌
)
増
野
件

臣
磐
田
讃
嘆
V

8

Ⅶ

∬
.

4

2

-2 -1.5 -1 -0･5 0 0･5 1
第2因子 (温熱 ･快適性因子)軸平均因子得点

■第1回実験(1993.5.15),第2回実験(1993･6･10)

●第4回実験(1993.7.23),第7回実験(199416･8)

図-34 被験者Aの第2因子軸因子得点と椅座位開眼における
α波出現時間平均値の関係
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3. 考 察

森 林 構 造 を 代 表 す る 要 素 と し て､ 立 木 密 度 を と り あ げ た が､ 対 象

と し た 実 験 地 (A 区J D 区､ 草 地 ) は､ 立 木 の 存 在 し な い 草 地 か ら､

極 端 に 立 木 密 度 の 高 い D 区 ま で 幅 の あ る 設 定 で あ る｡

温 熱 環 境 を 代 表 す る 要 素 と し て は SoL AIR TEXPER▲TURE を と り あ げ

た が､ 各 実 験 時 と も 森 林 (試 験 区 ) と 草 地 の 間 の 差 が 明 確 で あ り､

特 に 第 4､ 7回 実 験 時 に は 極 端 な 差 が み ら れ､ 森 林 と 草 地 の 違 い が 反

映 さ れ て い る｡

一 方 ､ 立 木 密 度 の 異 な る A 区 と D 区 の 間 に は SoL A川 TEm R人TURE

に 大 き な 差 は み ら れ な い が ､ 第 1回 実 験 時 を 除 い て ､ D 区 よ り A 区

の 値 が 高 く､ こ の 結 果 は 前 記 (Ⅲ 章 ) の 結 果 に 一 致 す る も の で あ るo

心 理 反 応 に つ い て は､ 評 定 尺 度 の 平 均 値 プ ロ フ ィ ー ル は､ 全 体 的

に は､ お お む ね 中 央 に 集 中 し て お り､ 評 定 尺 度 等 実 験 方 法 が､ 被 験

者､ 実 験 場 所 等 の 条 件 に 適 合 し た 安 当 な も の で あ る と 判 断 し た｡

因 子 分 析 の 結 果 抽 出 さ れ た 因 子 軸 数 は 8と 多 く ､ 評 定 対 象 の 環 境

の 複 雑 さ を 反 映 し た 結 果 と 考 え ら れ る｡ ま た､ 因 子 軸 の 累 積 寄 与 率

は 第 2因 子 軸 ま で で 59･7% に 透 し て お り､ 第 2因 子 軸 ま で で 心 理 反 応

の 過 半 が 説 明 可 能 で あ る と い え る0

第 1因 子 軸 は 構 成 す る 評 定 尺 度 に ｢開 放 的 一 閉 鎖 的 ｣ ､ ｢あ か る

い - く ら い ｣､ ｢さ わ や か な - う っ と う し い ｣､ ｢ゆ っ た り し た -
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き ゅ う くつ な ｣ と い っ た 空 間 に 関 す る も の が 上 位 を 占 め て い る こ と

か ら､ 第 1因 子 軸 を 空 間 因 子 軸 と し て 位 置 づ け た｡

ま た ､ 第 2因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 に は ｢す ず し い - あ た た か

な ｣､ ｢つ め た い - あ つ い ｣､ ｢快 適 な - 不 快 な ｣､ ｢ら く な 一 つ

ら い ｣ と い っ た 温 熱 感 覚 及 び 快 適 性 に 関 す る も の が 上 位 を 占 め て い

る こ と か ら､ 第 2因 子 軸 を 温 熱 ･快 適 性 因 子 軸 と し て 位 置 づ け た○

こ れ ら の 結 果 は ､ 第 1因 子 軸 に つ い て は ､ 前 記 (Ⅳ 章 ) の 結 果 と

よ く一 致 し て お り､ 生 理 実 験 の 被 験 者 の 心 理 反 応 と 心 理 実 験 の 被 験

者 の 心 理 反 応 に あ る 程 度 の 共 通 性 が あ る も の と 考 え ら れ る｡

ま た ､ 第 2因 子 軸 に 温 熱 感 覚 の 反 映 と 考 え ら れ る 因 子 軸 が 位 置 づ

け ら れ た が､ 生 理 実 験 の 被 験 者 は 心 理 実 験 の 被 験 者 に 比 べ､ 現 地 に

滞 在 す る 時 間 が 長 い こ と､ 同 一 の 被 験 者 が 繰 り返 し 実 験 を 行 っ た こ

と な ど に よ り､ 温 熱 感 覚 が 心 理 反 応 に 強 く影 響 し た も の と 考 え ら れ

る｡

な お､ 小 川 ら (51)は 温 熱 感 と 快 適 感 は き わ め て よ く似 て い る と し

て お り､ 第 2因 子 軸 に 温 熱 ･快 適 性 因 子 が 位 置 づ け ら れ た こ と は こ

れ と 一 致 す る も の で あ る｡

ま た､ 第 1因 子 (空 間 因 子 ) 軸 及 び 第 2因 子 (温 熱 ･快 適 性 因 子 )

軸 で 構 成 さ れ る 心 理 空 間 上 に 各 実 験､ 各 実 験 地 の 因 子 得 点 を 布 置 し

た 結 果､ 各 実 験 回 ･各 実 験 地 が 区 別 さ れ て 位 置 づ け ら れ た｡

-115-

ー『rI



被 験 者 A､ 被 験 者 B の い ず れ に お い て も､ 第 1因 子 (空 間 因 子 )

軸 上 で､ A 区 及 び 草 地 は 開 放 的 な 側 に､ D 区 は 閉 鎖 的 な 側 に 離 れ て

位 置 づ け ら れ､ 実 験 地 の 立 木 密 度 が 草 地 < A 区 < D 区 で あ る こ と と

関 係 し て い る も の と 考 え ら れ る｡

ま た ､ 第 2因 子 (温 熱 ･快 適 性 因 子 ) 軸 上 で は ､ A 区 及 び 草 地

が 実 験 回 に よ っ て 大 き く2分 さ れ ､ 比 較 的 気 温 の 低 い 第 1､ 2､ 3､ 6

回 実 験 で は ､ す ず し い 側 に ､ 比 較 的 気 温 の 高 い 第 4､ 5､ 7回 実 験 で

は あ た た か な 側 に 位 置 づ け ら れ､ 実 験 時 の 温 熱 環 境 と 関 係 して い る

も の と 考 え ら れ る｡ 一 方､ D 区 に は 明 確 な 傾 向 は み ら れ ず､ 温 熱 感

覚 に お い て は 全 実 験 を 通 じ て 比 較 的 安 定 し た 反 応 を 示 し た も の と 考

え ら れ る｡

な お､ FINGERr7), 小 川 ら (51)は 温 熱 感 に 季 節 差 を 認 め が た い と し

て お り､ ま た､ F̂ NCER ら (8)は 温 熱 感 覚 に 日 較 差 を 認 め な い と し て

い る こ と か ら ､ 7回 の 実 験 を 通 じ て ､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 に み ら れ た

傾 向 は､ 被 験 者 の 心 理 が 実 際 の 温 熱 環 境 の 違 い に 反 応 し た 結 果 と し

て と ら え る こ と が 出 来 る｡

次 に､ 生 理 反 応 に つ い て は 前 記 (Ⅴ章 ) の 結 果 の と お り で あ る が､

こ こ で は 実 験 地 間 に 明 確 な 差 の 認 め ら れ た 第 1､ 2､ 4､ 7回 実 験 時 に

お け る 椅 座 位 開 眼 姿 勢 で の デ ー タ を と り あ げ た｡

次 に､ 森 林 構 造 (立 木 密 度 )､ 温 熱 環 境 (SoLAIR TEm RATURE)､
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心 理 反 応 (空 間 因 子､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 )､ 生 理 反 応 (α 波 出 現 時

間 ) の 各 要 素 の 関 係 に つ い て 検 討 し た｡

立 木 密 度 と SoL AIR TEIPERATUREの 関 係 に お い て は､ 草 地 に 比 べ て 森

林 で は SoL AIR TEIPERITUREの 抑 制 傾 向 が み られ た､ こ の こ と は､ 前 記

(Ⅲ 章 ) に お い て SoL A】R TEXPERATUREが 草 地 と 森 林､ あ る い は 構 造 の

異 な る 森 林 の 違 い を よ く反 映 す る 指 標 で あ る と 考 え ら れ た こ と と -

致 す る も の で あ る｡
●t

立 木 密 度 と 空 間 因 子 の 関 係 に お い て は､ 森 林 構 造 が 被 験 者 の 心 理

に お け る 空 間 因 子 に 明 確 に 反 映 し て い る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ

た｡ こ の こ と は､ 前 記 (Ⅳ 章 ) に お い て､ 心 理 構 造 に 空 間 因 子 が 主

た る 位 置 を 占 め､ 草 地 と 森 林 あ る い は､ 森 林 構 造 と の 違 い を よ く反

映 し た こ と と 一 致 す る も の で あ る｡

ま た､ 立 木 密 度 と 温 熱 ･快 適 性 因 子 軸 因 子 得 点 の 関 係 に お い て は､

草 地 及 び 立 木 密 度 の 低 い A 区 に お い て は 気 温 の 高 低 に と も な っ て 因

子 得 点 に 差 が み ら れ る の に 対 して､ 立 木 密 度 の 高 い D 区 で は 気 温 の

高 低 に と も な う 差 が み ら れ な い｡

温 熱 ･快 適 性 因 子 軸 因 子 得 点 は 高 い ほ ど す ず し く､ 低 い ほ ど あ た

た か い 意 味 を 持 つ の で､ 立 木 密 度 の 高 低 が 前 記 の 立 木 密 度 と SoL A川

TE… RATUREの 関 係 を 介 して､ 被 験 者 の 心 理 に 反 映 して い る こ と を 示

す も の と 考 え ら れ る｡
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立 木 密 度 と 椅 座 位 開 眼 に お け る α波 出 現 時 間 平 均 値 の 関 係 に お い

て は､ 天 候 が 不 順 で あ っ た 例 を 除 き､ 立 木 密 度 が 高 い ほ ど α波 出 現

時 間 が 多 く な る 比 例 関 係 が み ら れ､ こ の こ と は､ 森 林 構 造 の 違 い が

ヒ トの 生 理 反 応 に 反 映 す る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ る｡

な お ､ 異 な る 傾 向 の み ら れ た 第 2回 実 験 時 の 天 気 は ､ 小 雨 (前 掲

真 一 15) で あ り､ D 区 の 全 天 日 射 量 が 全 実 験 中 で 最 も 低 く (前 掲 真

一18) 極 端 に 暗 い 状 況 で あ っ た こ と か ら､ こ の こ と の 影 響 が 考 え ら

れ る｡

以 上 か ら､ 森 林 構 造 (立 木 密 度 ) が 温 熱 環 境 (SoL AIR TEXPERATURE) ､

心 理 反 応 (空 間 因 子､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 )､ 生 理 反 応 (α 波 出 現 時

間 ) に そ れ ぞ れ 一 定 の 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 示 さ れ たo

次 に､ 温 熱 環 境 と ヒ トの 心 身 反 応 の 各 要 素 の 関 係 に つ い て 検 討 し

た｡

soL A川 TEIPER̂TURE と 空 間 因 子 軸 因 子 得 点 の 間 に は 傾 向 が み ら れ ず､

特 に 関 係 が な い も の と 考 え ら れ た｡ 一 方､ SoL A川 TEYPERATURE と 温 熱

･快 適 性 因 子 軸 因 子 得 点 の 間 に は､ SoL AIR TE- R̂TURE が 高 い ほ ど 温

熱 ･快 適 性 因 子 軸 因 子 得 点 が 低 い 反 比 例 の 関 係 が み ら れ､ 温 熱 環 境

が 温 熱 ･快 適 性 因 子 に 係 る 心 理 反 応 に 反 映 す る こ と を 示 す も の と 考

え ら れ た｡

soL A】R TEmERITURE と 椅 座 位 開 眼 姿 勢 に お け る a波 出 現 時 間 の 関 係
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に お い て は､ SoL AIR TE抑ERATUREの 値 が 高 い 場 合 に a 披 出 現 時 間 が 抑

制 さ れ る 傾 向 が み ら れ､ 暑 熱 環 境 下 で は 温 熱 環 境 が 生 理 反 応 に 影 響

す る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ る｡

以 上 か ら､ 温 熱 環 境 ( S oL A 川 T E… R 人 T U R E) が 被 験 者 の 心 理 反 応

(温 熱 ･快 適 性 因 子 )､ 生 理 反 応 (α 波 出 現 時 間 ) に 影 響 を 及 ぼ し

て い る こ と が 示 さ れ た｡

次 に､ 被 験 者 の 心 理 反 応 と 生 理 反 応 相 互 の 関 係 に つ い て 検 討 し た o

空 間 因 子 軸 因 子 得 点 と 椅 座 位 開 眼 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均 値 の

関 係 に お い て は､ 空 間 因 子 軸 因 子 得 点 が 高 く､ 開 放 側 に な る ほ ど α

波 出 現 時 間 が 少 な い 傾 向 が み ら れ､ 閉 鎖 側 に な る ほ ど ｡ 波 出 現 時 間

が 多 く な る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ たo

ま た､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 軸 因 子 得 点 と 椅 座 位 開 眼 に お け る α 波 出

現 時 間 の 関 係 に お い て は､ 比 較 的 気 温 の 低 い 実 験 時 に は､ 温 熱 ･快

適 性 因 子 軸 因 子 得 点 が 低 く､ あ た た か い 側 で α 波 出 現 時 間 が 多 く､

一 方､ 比 較 的 気 温 の 高 い 実 験 時 に は､ す ず し い 側 で α 出 現 時 間 が 多

い 傾 向 が み ら れ た｡ す な わ ち 全 体 で は､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 が 中 程 度

の 状 態 で α 波 の 出 現 時 間 が 多 い こ と を 示 す も の と 考 え ら れ た｡

以 上､ 生 理 実 験 時 の デ ー タ を 軸 に 検 討 し た 結 果､ 実 験 地 の 森 林 構

追 (立 木 密 度 ) と 実 験 時 の 温 熱 環 境 (SoL AIR TE- RATURE) ､ 生 理 実

験 被 験 者 の 心 理 反 応 (空 間 因 子 ､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 ) ､ 生 理 反 応
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(α 波 出 現 時 間 ) の 各 要 素 の 間 に 関 係 が み ら れ､ さ ら に､ 温 熱 環 境

が 被 験 者 の 心 理 反 応 と 生 理 反 応 に 関 係 し､ 加 え て､ 被 験 者 の 心 理 反

応 と 生 理 反 応 の 相 互 関 係 も み ら れ る こ と か ら､ 森 林 構 造 が 温 熱 環 境

と の 関 係 を 介 し て 被 験 者 の 心 理 反 応､ 生 理 反 応 に 影 響 を 及 ぼ し て い

る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ る｡
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Ⅶ. 総 合 考 察

本 研 究 は､ 森 林 の 保 健 休 養 効 果 を 客 観 的 に 明 ら か に す る た め､ 主

な 要 素 に つ い て そ の 特 徴 を 明 ら か に す る と と も に､ そ れ ら を 同 時 に

と ら え､ 森 林 構 造 一 森 林 環 境 - ヒ トの 心 身 反 応 の 一 連 の 関 係 に つ い

て､ 関 連 づ け を 試 み た も の で あ る｡

森 林 環 境 の 要 素 と し て 温 熱 環 境､ 心 理 反 応 と し て 心 理 構 造 を 構 成

す る 主 要 因 子 軸､ 生 理 反 応 と し て 脳 波 (α 波 ) を と り あ げ たo

各 要 素 の 検 討 結 果 か ら､ 温 熱 環 境 に 関 し て は､ SoL AIR TEmERATURE､

yINDCHILL INDEX 等 に よ り､ 森 林 内 は 草 地 に 比 べ て､ 立 木 密 度 の 高 い 森

林 は 立 木 密 度 の 低 い 森 林 に 比 べ て､ よ り 快 適 な 活 動 環 境 で あ る こ と

が 示 さ れ た｡

ま た､ 心 理 反 応 に 関 し て は､ 心 理 構 造 の 主 体 を な す 因 子 軸 に 空 間

因 子 と 価 値 因 子 が 位 置 づ け ら れ､ 立 木 密 度 と 空 間 因 子 の 間 に 定 量 的

な 関 係 が 認 め ら れ る な ど､ 心 理 構 造 へ の 森 林 構 造 の 反 映 が み ら れ た｡

さ ら に､ 生 理 反 応 に 関 し て は､ 椅 座 位 開 眼 の 姿 勢 に お い て 実 験 地

間 の 違 い が 多 く認 め ら れ､ 森 林 に お け る 被 験 者 は 草 地 よ り 緊 張 が 少

な く､ くつ ろ い だ 状 態 に あ る こ と が 示 さ れ､ ま た､ 森 林 に 対 す る 反

応 に は 被 験 者 の 好 み に 符 合 す る 傾 向 が み ら れ たo

こ れ ら の こ と か ら ､ 温 熱 環 境 に つ い て は SoL A川 TE… RATURE及 び

yINDCH-LL INDEX が､ 心 理 反 応 に つ い て は SD法 に よ る 心 理 構 造 分 析 が､
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生 理 反 応 に つ い て は α 波 が 森 林 環 境 評 価 の 指 標 と し て 有 効 で あ る と

考 え ら れ た｡

ま た ､ 生 理 実 験 時 の デ ー タ に よ り ､ 森 林 構 造 ､ 温 熱 環 境 及 び 1被

験 者 の 心 理 反 応､ 生 理 反 応 に つ い て 改 め て 検 討 し た 結 果､ 立 木 密 度

と 温 熱 環 境 (SoL A川 TEXPERATURE) ､ 心 理 反 応 (空 間 因 子 ) ､ 生 理 反

応 (｡ 披 出 現 ) の そ れ ぞ れ の 間 に､ 前 記 の 各 単 独 要 素 と 同 様 の 関 係

が み ら れ た｡ ま た､ 立 木 密 度 と 心 理 反 応 (温 熱 ･快 適 性 因 子 ) の 間

に も 関 係 が み ら れ た｡

ま た､ 温 熱 環 境 (SoL A川 TEXPERATURE) と 心 理 反 応 (温 熱 ･快 適 性

因 子 ) の 間 の 関 係 も み ら れ た こ と か ら､ 上 記 の 立 木 密 度 と 心 理 反 応

(温 熱 ･快 適 性 因 子 ) の 関 係 は ､ 立 木 密 度 が 温 熱 環 境 (SoL Al代

TE抑ER̂TURE) と の 関 係 を 介 し て 心 理 反 応 (温 熱 ･快 適 性 因 子 ) に 影

饗 を 及 ぼ し て い る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ た｡

ま た､ 心 理 反 応 (空 間 因 子､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 ) と 生 理 反 応 (α

波 出 現 ) の 関 係 も 示 さ れ､ 被 験 者 の 心 身 反 応 と し て 一 体 と な っ た 相

互 関 係 が 示 さ れ た も の と 考 え ら れ た○

こ の 結 果 は､ 森 林 の 保 健 休 養 効 果 を 事 例 的 に 示 す と と も に､ 保 健

休 養 効 果 に 係 る 森 林 構 造､ 森 林 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 一 連 の

関 係 (前 掲 図 - 1) を 実 証 す る も の で あ る｡

こ の こ と か ら､ こ こ に 示 さ れ た 諸 要 素 の 関 係 は､ 保 健 休 養 効 果 の
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評 価 手 法 の 基 礎 と な る も の と 考 え ら れ る｡

ま た､ 温 熱 環 境 に お い て は､ 各 気 象 要 素､ 温 熱 指 標 と 立 木 密 度 の

間 に 関 係 が み ら れ た こ と か ら､ 立 木 .密 度 処 理 に よ っ て 温 熱 環 境 の 定

量 的 な 調 整 を 行 う こ と が 可 能 と 考 え ら れ た｡

さ ら に､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の い ず れ に お い て も､ 試 験 区 (立 木

密 度 ) の 違 い と の 関 係 が み ら れ た こ と か ら､ 立 木 密 度 処 理 に よ っ て

心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 調 整 を 行 う こ と の 可 能 性 が 指 摘 で き る｡

こ の よ う な､ 森 林 構 造 と 温 熱 環 境､ ヒ トの 心 身 反 応 の 関 係 は､ 森

林 構 造 の 処 理 等 に よ る 保 健 休 養 効 果 の 人 為 的 な 調 整 の 可 能 性 を 示 す

も の で あ り､ 保 健 休 養 効 果 の 維 持 ･増 進 を 目 的 と し た 森 林 施 業 技 術

の 基 礎 と な る も の と 考 え る｡

今 後 は､ 森 林 構 造 に つ い て は､ 森 林 空 間 そ の も の の 大 き さ や､ 空

間 に 占 め る 樹 冠 の 大 き さ 等 の 要 素 に つ い て も 検 討 を 加 え る 必 要 が あ

る と 考 え る｡

ま た､ 環 境 要 素 に つ い て は､ 温 熱 環 境 の 他 に 光､ 音､ 揮 発 性 物 質

な ど､ ヒ トの 五 感 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 の あ る 要 素 に つ い て も 検 討

を 加 え る 必 要 が あ る｡ 心 理 反 応 に つ い て は､ さ ら に 暑 熱 環 境 下､ 寒

冷 環 境 下 に お け る 検 討 を 加 え る 必 要 が あ る｡ 生 理 反 応 に つ い て は､

他 の 被 験 者 に よ る 検 証 を 行 う と と も に､ さ ら に 暑 熱 環 境 下､ 寒 冷 環

境 下 に お い て も 検 討 を 加 え る 必 要 が あ る も の と 考 え る｡
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Ⅷ. 総 括 及 び 結 論

1. 総 括

本 研 究 は､ 森 林 の 保 健 休 養 効 果 に 係 る 諸 要 素 の 関 係 を 客 観 的 に 明

ら か に す る た め､ 主 な 要 素 に つ い て 検 討 す る と と も に､ 森 林 構 造 か

ら 森 林 環 境 を 経 て ヒ トの 五 感 の 受 容 器 を 通 じ て 心 身 反 応 に 至 る 一 連

の 関 係 を と ら え る こ と に よ り､ ヒ トの 活 動 環 境 と し て の 森 林 環 境 の

多 角 的 な 評 価 を 試 み た も の で あ る｡

本 研 究 で は そ の た め に､ 試 験 林 ･試 験 区 を 設 け､ コ ン ト ロ ー ル さ

れ た 森 林 構 造 を 確 保 し､ 試 験 地 に お け る 温 熱 環 境 の 継 続 観 測､ 属 性

の 異 な る 複 数 の グ ル ー プ に よ る 季 節 を 変 え て の 心 理 実 験 の 実 施､ 同

一 被 験 者 に よ る 季 節 を 変 え て の 生 理 実 験 の 繰 り 返 し と い っ た､ 従 来

の 研 究 に は み ら れ な い 体 制 を 実 現 し た も の で あ る｡

具 体 的 に は､ 森 林 構 造 を 明 ら か に し た 森 林 に お い て､ 森 林 環 境 の

要 素 と し て 温 熱 環 境 を､ ヒ トの 心 理 反 応 と し て 心 理 構 造 を 構 成 す る

主 要 因 子 軸 を､ 生 理 反 応 と し て は 脳 波 (α 波 ) を と り あ げ､ 各 個 別

要 素 の 特 徴 を 明 ら か に す る と と も に､ 各 要 素 相 互 の 関 係 を 明 ら か に

し､ ヒ トの 活 動 環 境 と し て の 森 林 環 境 の 多 角 的 評 価 を 行 っ た も の で

あ る｡
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2. 結 論

温 熱 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 各 要 素 に つ い て の 主 な 結 論 を 以

下 に 要 約 し､ 続 い て､ そ れ ら の 要 素 の 相 互 関 係 に つ い て 検 討 し た 森

林 環 境 と ヒ トの 心 身 反 応 の 関 係 に つ い て 主 な 結 論 を 要 約 す るo

2. 1. 温 熱 環 境

気 温､ 相 対 湿 度､ 全 天 日 射 量､ 風 速 を 観 測 し､ 気 象 要 素 を 組 み 合

ゎ せ た 温 熱 指 標 を 求 め る こ と に よ り､ 森 林 に お け る 四 季 の 温 熱 環 境

の 特 性 を ヒ トの 活 動 環 境 の 視 点 か ら 検 討 し た｡

森 林 と 草 地 の 間 の 比 較 に お い て は､

① 気 温 は 草 地 が 20℃ 程 度 以 上 の 温 度 域 で は 森 林 の 方 が 低 く､ 草 地 が

10｡C程 度 以 下 の 温 度 域 で は 森 林 の 方 が 高 い｡

② 全 天 日 射 量 は 四 季 を 通 じ て 草 地 よ り 森 林 が 低 い｡

③ 風 速 は 冬 季 の A 区 を 除 き 草 地 よ り 森 林 が 低 い｡

④ soL AIR TE… R人TURE は､ 冬 季 の A 区 を 除 い て 草 地 よ り 森 林 が 低 いo

⑤ yINDCHILL INDEX は 夏 季 を 除 い て 草 地 よ り 森 林 が 低 いo

し た が っ て､ 森 林 に お け る 温 熱 環 境 は､ 暑 熱 環 境 緩 和､ 寒 冷 環 境

緩 和 に よ り､ 四 季 を 通 じ て 草 地 よ り快 適 な 活 動 環 境 で あ る と 考 え ら

れ る｡

立 木 密 度 の 異 な る 試 験 区 相 互 の 比 較 に お い て は､

① 全 天 日 射 量 は 四 季 を 通 じ て A 区 よ り D 区 が 低 く､ 両 試 験 区 の 較 差
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に は Y=0.35X (X:草 地､ Y:A 区 と D 区 の 較 差 ) の 関 係 が 推 測 さ

れ る｡

② 風 速 は 夏 季 を 除 き A 区 よ り D 区 が 低 い｡

③ soL AIR TEIPERATURE は 四 季 を 通 じ て A 区 よ り D 区 が 低 く､ そ の 差

は 暑 熱 期 に 大 き く､ 寒 冷 期 に 小 さ い｡

④ yINDCH皿 INDEX は 夏 季 を 除 い て A 区 よ り D 区 が 低 く､ 春 季､ 冬 季

の A 区 は 草 地 に 近 い レ ベ ル に あ る｡

し た が っ て､ 立 木 密 度 の 高 い 試 験 区 の 温 熱 環 境 は､ 立 木 密 度 の 低

い 試 験 区 に 比 べ て､ 暑 熱 環 境 緩 和､ 寒 冷 環 境 綾 和 に よ り､ 四 季 を 通

じ て 快 適 な 活 動 環 境 と 考 え ら れ た｡

以 上 の と お り､ SoL A川 TEIPERATURE 及 び YINDCHILL INDEX が 温 熱 環 境

評 価 に お け る 有 効 な 指 標 で あ る こ と が 示 さ れ る と と も に､ 草 地 よ り

森 林 が､ 低 密 度 な 森 林 よ り 高 密 度 な 森 林 が ヒ トの 活 動 環 境 と し て よ

り 快 適 な 環 境 で あ る こ と が 明 ら か と な っ たo

2. 2. 心 理 反 応

実 験 時 期 と 属 性 の 異 な る 複 数 の 被 験 者 グ ル ー プ に よ る SD法 を 用 い

た 実 験 を 行 い､ 森 林 環 境 下 に お け る ヒ トの 心 理 構 造 及 び､ 心 理 構 造

と 森 林 構 造 の 関 係 に つ い て 検 討 し たo

① 心 理 空 間 を 構 成 す る 主 要 因 子 軸 に､ 空 間 因 子､ 価 値 因 子 が 位 置 づ

け ら れ た｡
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② 心 理 空 間 上 へ の 平 均 因 子 得 点 布 置 に 試 験 区 の 違 い が 反 映 さ れ た○

③ 空 間 因 子 は 立 木 密 度 1,000本 / ha以 下 で は 敏 感 に 変 化 し､ 1,000本

/ ha以 上 で は 大 き く変 化 し な い こ と が 明 ら か と な っ た｡

以 上 の と お り､ SD法 に よ る 心 理 構 造 分 析 が､ 心 理 反 応 評 価 に お け

る 有 効 な 指 標 で あ る こ と が 示 さ れ る と と も に､ 森 林 環 境 下 に お け る

ヒ トの 心 理 構 造 が 主 に 空 間 因 子 と 価 値 因 子 に よ り 構 成 さ れ る こ と､

立 木 密 度 と 心 理 反 応 の 間 に 定 量 的 な 関 係 が 存 在 す る こ と が 明 ら か と

な っ た｡

2. 3. 生 理 反 応

同 一 被 験 者 に よ る 脳 波 計 測 実 験 を 繰 り 返 し行 い､ 森 林 環 境 下 に お

け る α 波 出 現 時 間 に つ い て 検 討 し た｡

① α 波 出 現 時 間 に 実 験 地 間 の 有 意 差 が 最 も 多 く み ら れ た の は 椅 座 位

開 眼 の 姿 勢 で あ る｡

② α 波 出 現 時 間 に 実 験 地 間 の 有 意 差 が 認 め ら れ た 例 は､ 全 て 草 地 よ

り 森 林 が 多 い 例 で あ る｡

③ 森 林 に 対 す る 反 応 に､ 被 験 者 の 好 み に 符 合 す る 個 人 差 が み ら れ るo

以 上 の と お り､ ｡波 が 生 理 反 応 評 価 に お け る 有 効 な 指 標 で あ る こ

と が 示 さ れ る と と も に､ 森 林 に お い て は 草 地 よ り 緊 張 が 少 な い 状 態

に あ る こ と が わ か り､ 森 林 構 造 の 違 い に 対 す る 反 応 に は 個 人 差 が あ

る こ と が わ か っ た｡ ま た､ 開 眼 の 姿 勢 に お い て 最 も 多 く の 有 意 差 が
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み ら れ た こ と か ら､ 視 覚 刺 激 が α波 の 出 現 に 関 わ っ て い る こ と が 示

唆 さ れ た｡

2. 4. 森 林 環 境 と ヒ トの 心 身 反 応 の 関 係

森 林 構 造､ 温 熱 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 各 要 素 相 互 の 関 係 に

つ い て 検 討 し た｡

森 林 構 造 と 温 熱 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 関 係 に お い て は､

① 森 林 に お け る SoL AIR TE⊥PER̂TURE の 抑 制 傾 向 が み ら れ るo

② 立 木 密 度 が 高 い ほ ど 空 間 因 子 の 因 子 得 点 が 低 い 傾 向 が み ら れ る｡

③ 草 地 及 び 立 木 密 度 が 低 い 試 験 区 に は 温 熱 ･快 適 性 因 子 に 実 験 時 の

気 温 と の 関 係 が み ら れ､ 立 木 密 度 の 高 い 試 験 区 に は 関 係 が み ら れ

な い｡

④ 草 地 よ り 森 林 に お い て､ 立 木 密 度 の 低 い 森 林 よ り 立 木 密 度 の 高 い

森 林 に お い て α 波 出 現 時 間 が 多 い 傾 向 が み ら れ るo

温 熱 環 境 と 心 理 反 応 及 び 生 理 反 応 の 関 係 に お い て は､

① soL AIR TEIPER人TURE と 空 間 因 子 の 関 係 は み ら れ な いo

② soL AIR THpER人TUREが 高 い ほ ど 温 熱 ･快 適 性 因 子 が あ た た か い 側 に

な る 傾 向 が み ら れ る｡

③ soL AIR TEXPERATURE が 高 い 場 合 に α波 出 現 時 間 の 抑 制 傾 向 が み ら

れ る｡

心 理 反 応 と 生 理 反 応 の 関 係 に お い て は､ ＼＼
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① 空 間 因 子 が 開 放 側 に な る ほ ど α波 出 現 時 間 が 少 な い 傾 向 が み ら

れ る｡

② 比 較 的 気 温 の 低 い 実 験 時 に は､ 温 熱 ･快 適 性 因 子 が あ た た か い 側

に な る ほ ど α波 出 現 時 間 が 多 く､ 比 較 的 気 温 の 高 い 実 験 時 に は､

温 熱 ･快 適 性 因 子 が す ず し い 側 に な る ほ ど α 波 出 現 時 間 が 多 い 傾

向 が み ら れ る｡

以 上 の と お り､ 立 木 密 度 (森 林 構 造 ) が SoL A-R TEXPERATURE (温 熱

環 境 )､ 空 間 因 子 及 び 温 熱 ･快 適 性 因 子 (心 理 反 応 )､ α 波 出 現 時

間 (生 理 反 応 ) に そ れ ぞ れ 一 定 の 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 示 さ れ､

さ ら に､ 温 熱 環 境 が 被 験 者 の 心 理 反 応､ 生 理 反 応 に 影 響 を 及 ぼ し､

心 理 反 応 と 生 理 反 応 が 相 互 に 関 連 し て い る 傾 向 が み ら れ た｡

し た が っ て､ こ れ ら の 関 係 か ら､ 森 林 構 造 か ら 森 林 環 境 を 経 て､

心 身 反 応 に 至 る 一 連 の 関 係 が 示 さ れ た も の と 考 え る｡
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Ⅸ . 摘 要

本 研 究 で は､ 森 林 環 境 を ヒ トの 活 動 環 境 と し て 位 置 づ け､ 森 林 環

境 下 に お け る ヒ トの 心 身 へ の プ ラ ス 効 果 を 保 健 休 養 効 果 と し て 位 置

づ け た｡

そ の う え で 森 林 の 保 健 休 養 効 果 発 現 に お け る 森 林 構 造 一 森 林 環 境

- ヒ トの 心 身 反 応 の 一 連 の 関 係 を 想 定 し､ 各 要 素 の 特 徴 と､ 相 互 の

関 係 を 多 角 的 に 明 ら か に す る こ と を 本 研 究 の 目 的 と し た｡

研 究 対 象 と し て ､ 針 葉 樹 人 工 林 の 試 験 林 に 4試 験 区 を 設 置 し ､ コ

ン ト ロ ー ル さ れ た 森 林 構 造 下 に お け る 環 境 要 素 の 継 続 観 測 や 心 理 実

験､ 生 理 実 験 を 繰 り 返 し 実 施 す る 従 来 の 研 究 に は み ら れ な い 体 制 を

実 現 し た｡

① 試 験 林 ･試 験 区

岩 手 山 南 麓 の カ ラ マ ツ､ ア カ マ ツ 人 工 林 (約 40年 生 ) に 立 木 密 度

等 を 変 え た 4試 験 区 を 設 け ､ 対 照 区 を 草 地 に 設 け た ｡ 各 試 験 区 及 び

草 地 に 観 測 地､ 実 験 地 を 設 け､ 温 熱 環 境 の 観 測､ 心 理 実 験､ 生 理 実

験 の 対 象 と し た｡

② 温 熱 環 境

森 林 環 境 の 要 素 と し て 温 熱 環 境 を と り あ げ､ 気 温､ 相 対 湿 度､ 全

天 日 射 量 ､ 風 速 の 各 気 象 要 素 を ､ 春 夏 秋 冬 の 各 季 7日 間 観 測 し ､

OXFORD I N D E X ､ Y 川 DCM LL I N DEX､ S oL A -R T EXP E R A T UREの 各 温 熱 指 標 と あ わ せ
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て 検 討 し た｡

各 気 象 要 素､ 温 熱 指 標 に 森 林 と 草 地､ 試 験 区 相 互 の 差 が み ら れ､

yINDCHILL INDEX､ SoL AIR TEIPERATURE 等 に よ り 森 林 内 は 草 地 に 比 べ て､

立 木 密 度 の 高 い 森 林 は 立 木 密 度 の 低 い 森 林 に 比 べ て､ よ り 快 適 な 活

動 環 境 で あ る こ と が 示 さ れ た｡

③ 心 理 反 応

心 理 反 応 の 要 素 と し て SD法 に よ り 抽 出 さ れ る 心 理 構 造 を と り あ げ､

季 節､ 被 験 者 の 異 な る 6グ ル ー プ (88名 ) に よ る 実 験 を 行 い､ 結 果 を

検 討 し た｡

心 理 構 造 の 主 体 を な す 因 子 軸 に 空 間 因 子 と 価 値 因 子 が 位 置 づ け ら

れ､ 立 木 密 度 と 空 間 因 子 の 間 に 定 量 的 な 関 係 が 認 め ら れ る な ど､ 森

林 構 造 の 心 理 構 造 へ の 反 映 が 認 め ら れ た｡

④ 生 理 反 応

生 理 反 応 の 要 素 と し て 脳 波 (｡ 披 出 現 時 間 ) を と り あ げ ､ 2被 験

者 に よ る 季 節 の 異 な る 7回 の 実 験 を 行 い､ そ の 結 果 を 検 討 し た｡

椅 座 位 開 眼 の 姿 勢 に お い て 実 験 地 間 の 違 い が 多 く 認 め ら れ､ 森 林

に お い て は 草 地 よ り 緊 張 が 少 な い 状 態 に あ る こ と が 示 さ れ たo ま た､

森 林 (試 験 区 ) に 対 す る 反 応 に は､ 被 験 者 の 好 み に 符 合 す る 傾 向 が

み ら れ た｡

⑤ 森 林 環 境 と ヒ トの 心 身 反 応 の 関 係
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森 林 (草 地 ) の 構 造､ 温 熱 環 境､ 心 理 反 応､ 生 理 反 応 の 関 係 に つ

い て 生 理 実 験 時 の デ ー タ を 得 て 検 討 し た｡

森 林 構 造 (立 木 密 度 ) と 温 熱 環 境 (SoL AIR TEIPERITURE)､ 心 理 反

応 (空 間 因 子 )､ 生 理 反 応 (α 波 ) の そ れ ぞ れ の 問 に 各 単 独 要 素 と

同 様 の 関 係 が み ら れ､ ま た､ 立 木 密 度 と 心 理 反 応 (温 熱 ･快 適 性 因

子 )､ 温 熱 環 境 (SoL AIR TEXPERATURE) と 心 理 反 応 (温 熱 ･快 適 性 因

子 ) の 間 に 関 係 が み ら れ た○ さ ら に､ 心 理 反 応 (空 間 因 子､ 温 熱 ･

快 適 性 因 子 ) と 生 理 反 応 (α 波 ) の 関 係 も み ら れ た｡

こ れ ら の 結 果 に よ り､ 森 林 の 保 健 休 養 効 果 を 事 例 的 に 示 す と と も

に､ 森 林 の 保 健 休 養 効 果 に 係 る 森 林 構 造､ 森 林 環 境､ 心 理 反 応､ 生

理 反 応 の 一 連 の 関 係 を 実 証 し た｡

ま た､ こ こ に 示 さ れ た 諸 要 素 の 関 係 は､ 森 林 の 保 健 休 養 効 果 の 基

礎 を な す も の で あ る｡

さ ら に､ 立 木 密 度 処 理 に よ る 温 熱 環 境 の 定 量 的 な 調 整､ 心 理 反 応

生 理 反 応 の 調 整 の 可 能 性 が 示 さ れ､ 保 健 休 養 効 果 の 維 持 ･増 進 を 目

的 と し た 森 林 施 業 技 術 の 基 礎 と な る も の で あ る｡
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